話し合いを評価する力に関する一考察 : 「自律型対話プログラム」の評価指標を手がかりに by Ueyama, Nobuyuki







































































































































































4－    －
なしに当事者が直接、主体的に話し合い、問題を解決する対話」とし、「自律的対話能力」を「話し
合いにおいて、進行上の問題に気づき、それを課題化して解決するための行動ができる力」と定義
している(p.2)。また、この「自律的対話能力」は、以下の 5 つの能力から構成されるという(p.149)。 
 
○a  (話し合いが)うまくいっていないことがわかる。 
○b  なぜうまくいっていないのかが分析できる。 
○c  どうしたらよいかを考えることができる。 
○d  考えついた解決案を話し合いの中で実行することができる。 
○e  問題解決のために他のメンバーと協力できる。 
 











なお、各過程と先の○a ～○e との関係は以下のように説明されている。 
 
まず、上記の○a の力は、ワークショップ型学習のサイクルの「体験」と「指摘」の段階で養














                                                                 
2 森本・大塚編(2012)が「プロセス」への着目理由について、「これまでに、「話し合いプロセス」の評価指標を
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また、同著には「図 3-10 各因子と、7 つの評価指標の関係性」(p.97)と「図 3-11 自律型対話に









































また、同著には「図 3-10 各因子と、7 つの評価指標の関係性」(p.97)と「図 3-11 自律型対話に






























































































                                                                 
8 森本・大塚編(2012)の「図 3-10」(p.97)及び「図 3-11」(p.98)をもとに稿者が作成した。「階層」は「図 3-11」
から、「コミュニケーション上、話し合い進行上の諸問題」と「因子」は「図 3-10」からの抜粋である。 
7
8－    －










































9－    － 

































































































































































述を引用し、「7 つの評価指標」の 3 つの段階との関係を検討する。「7 つの評価指標」の段階性と、
国語科教育研究における発達調査の結果との比較を〔表 3〕にまとめる。 
 
〔表 3〕「7 つの評価指標」の段階性と国語科教育研究における発達調査結果との比較10 
「7 つの評価指標」 国語科教育研究における発達調査結果 
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